
 

 

 

 

 

 

 

梅雨の真っ最中で、やや憂鬱な日が続いていますが、 

 皆さんいかがお過ごしですか。 

今年は、例年になく新学期に入って早々から相談が  

沢山寄せられました。昨年から続いていること、また   

新しい環境への戸惑いに起因するものなどあるようで 

すが、それぞれに前に向かって進んで欲しいと思いま 

す。SSW も派遣されるようになり、色々な相談をお受  

けしています。学校、家庭に続く第三の居場所として、皆さんをお迎えしますので遠慮なくお訪ね下 

さい。 

 

 

 

 

 

 

                                                         

＊いずれも場所は、やすらぎ加賀教室（県立加賀聖城高校内）です。 

相談ご希望の方は、予約をお願いします。 ☎72－3220  

【平日 8:30～17:00は在室していますが、それ以外は留守番電話対応となります。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 来室相談 訪問相談 電話相談 合計 通室生徒 

４月 ９ １５ ５ ２９ １ 

５月 ８ １１ ６ ２５ ０ 

６月 ７ １０ ７ ２４ １ 

今年度から当教室にも、SSW(スクールソーシャルワーカー)の先生が派遣されることとなりま

した。先生の自己紹介です！ 

 

『みなさんはじめまして SSWの星野翔子です。本年度よりやすらぎ加賀教室に月２回派遣さ

れることになりました。「そもそも SSWって何？」と思われた方がほとんどだと思います。SC

（スクールカウンセラー）は「本人の心の問題」の支援を主に行いますが、SSW（スクールソ

ーシャルワーカー）は「本人を取り巻く環境」を支援対象としています。本人や保護者さんの悩

みを聞き、取り巻く関係機関や行政と連絡連携をとります。そして場合によっては既存の制度を

活用しながら、本人を取り巻く環境を整えることにより、問題の解決へとつなげていくのが私達

の支援内容となっています。堅い文章を書いてしまいましたが、ちょっとしたことでも遠慮せず

に何でもご相談ください。お待ちしております。』 

加賀市標章 

ブログ更新中 見てね！ 

ＳＣ土田先生（心理カウンセラー）の相談日 

７月‐５日午前、１２日午後  （全て金曜日） 

９月‐６日午前、２０日午前、２７日午後 

時間：午前：9:30～11:30： 

   午後：4時～6時             

SSWのご紹介 

ＳＳＷ星野先生（社会福祉士）の相談日 

７月‐５日、１９日     （全て金曜日） 

９月‐６日、２７日 

時間：午後 2時～5時             



 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                         

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

やすらぎ菜園 

 

６月２８日（金）15:３０～1６:５0   

講師に原田克巳金大准教授、高野真一県教員総合研修センター指導主事のお二人を迎え、加賀市教育

総合支援センター(のぞみ教室)２F 研修室を会場に開催されました。小中学校、高校、関係諸機関から１

９名の参加を頂き、最初に室長西田浩康加賀聖城高校長から挨拶があり、出席者の自己紹介と簡単な情

報交換のあと、PCAGIP 法による事例検討を行いました。 

今回は通信制高校に在籍する生徒の事例でした。家庭での育ちや現在の状況がかなり複雑であること、

小中学校時に始まった不登校のきっかけなどの詳細が不明なことなど、全体が分かりにくい事例でした

が、参加者の皆さんからは状況把握や整理に参考になる発言が多く出されました。支援については、ま

ず「立場の違う関係する支援者が集まり、情報の整理をすること。」「本人の願いを確認して方策を考え

ること」、そして「変化の芽を見つけてあげて本人の努力を労い、次のチャレンジにつなげること。」な

どのアドバイスが出されました。講師のお二人か 

ら講評などを頂き、その後副室長竹中隆司加賀聖 

城高校教頭からの閉会の挨拶で終了しました。 

参加された皆さん、ありがとうございました。 

 

＊＊＊ところで、PCAGIP 法とは？＊＊＊ 

事例検討会というと、事例提供者にとっては「資料作成に時間がかかる」「厳しく批判される」という

イメージがありませんか？ この PCAGIP 法は、「提供者を批判しない」「メモを取らず全員が参加する」

ことがルールで、安全な空間の中でグループメンバーの相互作用から問題解決に役立つヒントを生み出

し、事例提供者自身の持つ力を引き出していく場を目指す、新しい事例検討法です。情報は記録者が黒

板にまとめてゆき、参加者は黒板が見えるように円陣を作ります。 

まず提供者が口頭で簡単な説明を行い、次に参加者が順番に質問をして提供者がそれに答えていく中

で事例をめぐる状況の全体像が整理され、事例理解の多様な視点が生み出されます。その中では提供者

にとって予想外の新しい展開となることもあり、更に支援へのアドバイスなども発言され、提供者が取

り組んでゆくヒントや力が生まれることを目指します。 

＊PCAGIP 法（パーソン・センタード・アプローチ・グループ・インシデント・プロセスの略、通称「ピカジップ」法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トマトはまだまだ青いですが、

たわわに実っています。なす、

ピーマン、キュウリはどんどん

収獲しています。     

第１回事例検討会を行いました  

 

小玉スイカも大きく育っています！ 

サツマイモの葉っぱが旺盛に茂っています 

未だに苺の花が咲いて

ビックリ！これから 

はランナーを伸ばして、

子苗採りをします。 


